
北海道釧路市の
取り組みについて
LPWA(プライベートLoRa)整備



釧路市の概要





農業用水の安定的な供給のために、取水口の水
位・濁度を遠隔監視できる環境の整備が急務！
取組の経緯

農業用水道施設のうち、携帯電話の通信エリア外にある３ヶ所の取水施設 （阿寒：共和） （音別：
尺別、上音別）では、荒天等により水質の悪化が見込まれる場合、取水施設や河川の状況を職員
が現地に行き目視で確認を行っていた。

この取組では、実施地区における情報通信環境の現状と課題、導入ニーズ等を整理すると共に、
当該取水施設へ濁度計等の計器類を設置し、遠隔監視に必要な無線基地局配置等の技術的検
討を行う。



事業実施地区における農業農村インフラの現況と課題



実施地区が山間部であり有線LAN での構築はコストを踏まえ困難と想定。モバイル通
信に関しても圏外のため、4G ・キャリア5G も検討候補から除外。
用途としてデータ転送量は少なく、広範囲を低消費電力でカバーできる規格が最適と想
定し、 LPWA を通信方式として採用。



取水施設の位置が山間部であり複数 LPWA の通信規
格の中から Private LoRa （高出力 LPWA ）を採用



中継局の配置数検討
①シミュレーション⇒見通し・樹木減衰を考慮し机上にて設計
②電波調査⇒日射確保を考慮し現地にて設計
③最終構成⇒構築コストを考慮し総合的に設計



試行調査の取組結果





遠隔監視システムの構築
令和６年度に携帯電話のエリア外であった取水施設や浄
水施設にLPWA（プライベートLoRa）による独自の情報通信
インフラを整備した。

取水施設と浄水施設には水位計と濁度計を設置し、リア
ルタイムにスマートフォンやパソコンから現地の水質変化
の様子が確認できる遠隔監視システムを構築した。

機器を設置した場所には電源がないため、ソーラーパネ
ルとバッテリーを導入、積雪期間を考慮し、雪が落ちやす
い角度にパネルを設置したり、バッテリーの容量を増やし
たりすることで、冬場でも安定した運用を可能とした。

試行調査では鉄パイプを使って電波塔を設置したため、
十分なアンテナ高を確保できずに電波状況が不安定に
なっていたが、本設置では、コンクリート柱を使い電波塔
の高さを確保したことで、試行調査段階よりも少ない電波
塔の数で全体をカバーすることができた。



情報通信環境「ICT」を活用した施設整備により管理の省力化

整備により、職員の現地確認の頻度は減少し施設管理の大幅な省力化が実現し
た。現在は水位や濁度の状況に応じたより適切な対応を目指し、計器の数値と実
際の現場状況を照合しながら操作規定・判断基準づくりを進めている。

水位と濁度データをクラウド上で常時監視し、閾値を超えた場合には通知が届く仕
組みとなっている。職員は事務所や自宅からスマートフォンで確認でき現地出動の
判断を迅速に行えるようになった。これにより、夜間・休日の現地対応が大幅に減
り、労力・人件費の両面で効果が現れている。

データ蓄積により判断を数値化・標準化でき、水位データは濁度予測や漏水など
の異常検知にも活用されている。

今後は水質監視にとどまらず、畜産分野での家畜情報管理、林業における山間部
からのSOS発信や鳥獣被害対策など、多様な分野への応用も期待される。



IoT通信インフラの有効活用

【獣害】 わなの遠隔監視、見回り負担の軽減、地域連携の支援

【防災】 水位監視、土砂の崩落監視、山間部の気象観測、道路の積雪監視

【林業】 携帯エリア外の連絡手段確保・安全性向上、機械の運行管理

【監視・見守り】 インフラ等の管理、高齢者見守り、アウトドなどの安全確保









監視地点詳細画面（水位・濁度・警報装置作動状況）




